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_

第

十

五

-4 ；

號

說

商
道
、九

M l

に.
就
て

瀧
本

誠

商
道
九
篇

f

は
德
川
時
，代
に
於
け
る
京
都
の
儒
溝
き
正
敏

{字
は

」

子
：行
、一
螌
齋
ど
號
す

)

の
商 

業
上
に
關

，す

る九
篇
の
論
文
で
あ
：つ
て
、第
一
は
商
術
、第
二
は
知
務
、

®

H
は
，
:®
_勞

、第

四

は

使

.令 

第
五
は
敎
養
、第
六
は

.接
待
、第
七
は
繼
業
、第
八
は
主
權
、第
九
は
靡
變

S

す
.る
九
；篇

ょ

り

成

れ

る
：首

m

一
 

貢
し

.た
る
理
論
的
の
：大

■論
文
で
あ
る
、德
川

.時
代
に
商
人
の
心
得
.を
說
き
た
る
敎
訓

< 

.

.

.

.

.

.
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•• 

. 
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:
:•
,
.

書
め
き
た
る
著
作
は
例
の
西
川
求

.林
齋
の
町
人
囊
を
始
め
：ビ
し
、商
入
生
業
鑑
、商
人
夜
話

'草
、商 

家
心
得
草
な
ど

m

t

も
.の
、其

數

楹

少

に

止

爻

ら

；ざ
：る
;'
:も
、內
容
ば
ヾ
千
：篇

ニ

#

皆

柯

れ

も

節

儉

f

第

十

五

卷
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一
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勸
.勉
ヒ
.0'
'举
勵
'に
過
ぎ
ず
；；し
：て
、實
は
學
說
で
も
何
で
/も
衣
ぐ
、̂

滕
：に
■商
寒
論
な
ど
、
会
ふ 

,

,
程
の
’も

の

，

は

。
な

ぃ

の

で

あ

:る
、然
る
に
此
の
商
道
九

'篇
は

.特
に
其

0
趣
'̂
異
に
し
：て、稍 

學
.

說

5̂
し
§'
體
裁
を
具
備
す
る
の
み
な
ら

.ず
、此

0
陳
代

0

商
0
論
と
し
て
は
珍
ら
し
き
#
拔 

0
意
見
で
あ
つ

.た

0
.で
あ
る
，
&

に
余
は
玆
に
其
の

*
要
を
摘
錄

.し
て

.枇
評
を
試
み
ん

5
す
る 

©

.で
あ
气
但
し
商

'道
九
篇

.の
本
文
は
爾
文
な
れ
ど
も
、著

.者
の
門

A
松
川
絛
な
る
も
の
\
通
俗

.

, 

-
.
.■■■
.

,

.

.■

■. 

-
V

的

，
國

宇

解

を

，
附

し

て

出

版

し

あ

れ

ば

、

(

日
本
經
濟

ft
書
第
二
十
卷
：に
收
載

.

.す)

余
は
.各
冷
興
の
場 

合
に
應
じ
、或
に
本
文
を

「

梂
鉞

-し
、或
は
國
字
解
を
.引
用
し
て
，、
一
々
乏
を
區
別

し

居
ら
ざ
る
も

、
a 

れ
は
本
文
ど
國
宇
解

/匕
.併
せ
て
一
書

，じ

認
む
る
を
至
當
と
倩
じ
た
る
が
故
で
あ
る
。

.

著

考

は

：先

づ

本
#

0

:
縣
®

^

於
て「

商
：之

多

道

、質
n

M
有無

S
I
1

給民用

(

治生之計大、
用昝之
 

地
^

其術深奧、
不レ可

v

不ゾ學也を云つて、
商業は深奥の技術

U
-

し

て廣く智識を要する
 

^

^

なればパ夭張無學文窜であつてはならぬビ云ふ事を喝破し、
ソレより史記の食

■ 
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菊傅を引

S

て
贫
；乏

人

が
.
.富家ミ

f

には

.
農業よ

K

y
は

H

業がよろしぐノエ業よりは又
 

商寒の方が富家どなる；
の捷徑みり

i£

述ベ、
商業

に
從事して尙养つ富家

S

なり#ざ
 

る
V

の多

&

は商業

0.

奥儀を知らざ

' 
るが故な

&
 W

し、
商業

0

奥

儀

を

_知

つ

て

質

際
金
を

ほ

卜
；：：. ：：：，

卜

:̂
,
i
、
„

r
N
S
H
^
E
^
B

,
傭

け
#

ざ
'
な

考

あ

、る
は
>苑
も

醫
學
が
能

'
く
出
來
て
も
ゼ
の
廻
ら
ぬ
醫

«

- 0

如
く
實
地
の
學
問

‘ 

ノ
. 

-
V
. 

.
' 

. 

, 

, 

t

 ̂
M

ら
ざ
る
に
依
る

'

ビ
：論
じ
て
、ソ
レ
ょ
り
其
の
實
地
に
就
い
て
は
，如
何
に
す
れ
ば
宜
し

§ 

.か
 

.

芦
云
へ
ば
是
れ
に
は
三
擇

2

す
.
る
を
必
喪
ビ
す
る
の
で
あ
る
。

 

‘

 ̂ ̂
^

で
あ
っ

..

て
、此

の

三

.
っ

の

も

の

を

撰

擇

す 

.
る
の
.が
商
業
に
從

*.
:̂
'
る
：最
先
の(

急

酿

で

あ

る

，じ

云

ふ
の
で
あ

る
、土
，地

を

■撰

®
す
る
と
は
其

..バ

，
-
1
.
:

;

. 

^

の
店

^

出
ず
べ
き
場
所

‘

で
あ

C
V
.

て
.、■

の
場
所
が
良
好
で
あ

.
る
か
な
い
か
，'
事
業
の
成
否
の
根 

*

な
れ

,

場
所
の
撰

_
櫸
如
柯
：は
商

.
業
に
着
手
す

.
る
初
め
に
於
て
最
も
考
慮
を

.
耍
す
る
.點
で
あ

r 

. 

• 

.

.

.

.

.. 

.
 

.

.

る
、又
家
，
ざ
は
典
の

.從
事
ぜ
ん
と
す
る
商
業
の
稲
類

•を
.法
ふ
の
で
あ
つ
て
、之
を
撰
擇
す
る

e 

.

.は自
個
，；に

®
も

都
合

i
:き
®
利
の

〉

商業るのである、

例

.
へ
ば
商
.
.品
.の
仕
入
に
便
利 

に
し
'て一：何
日
何
時
に
：て
.ネ
#
耍
次
ぺ
第
に
商
品
を
：引
齊
せ
：る
こ
ビ

を
：得
ベ
く
，又
賣
ロ
は
相
.成
る 

ベ 
ー
く
手
縻
く
し
て

#
意
'の
多
夫
な
る

.

^

0'
で
あ
七
、又
人
物
と
は

.使
；用
人 

，の
.事
：.

で
：：

あ
づ
て

'此
，の
使

.：：用

：
人

は

啻
^

正
.直
»
勉
.：
の'寧
を
擇

'ば
'

る̂
可
ら

.響
の
み
な
ら
す
、如

. 

何
な
る
困
苦

rも

僻」

せ
ざ
る
强
忍
の
人
に
ぁ
ら
ざ
れ

.ば
、を
の
任
に

*
.へ
.
*し
ど
云
ふ
の
、で
る

.

.

.

.

 

' .
——
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つ

)
 

t
vt

る
，凡
；ぞ
：初

め

、て

商

業

に

養

手

す

る
、渚

は

先
.

づ

如

.上

の

三

#
を

誤
&

ざ
る
'

 

ミ
，ビ

に

注

韋

し

、次
ぎ 

第
十
宄
¥ 

:
(
一

五九
，： )，

.論
：
m

-

商
遛
九
篇
.に
就
.て 
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商道九篇

fc
就て 

.第：ニ

每

四

丨
'は
.三
a
'を
®
考
し
て

^
の
S

L
き
に
適
す
る

^

•£
を
務
め
ざ
る
。可
ら
^

る
の
で
あ
る
。

.

■ ..
111

經
-

は
：何

事

か
e

云
.，へ
ば
第

一は
！
；

が
、第

.

一
一
は
,
！
！、第
三

は
寥

で

ぁ

る

病

か

は

商

攀 

ぃ
に
從
事
L

た
く
も
資
本
％
く
し
て
は
獨
立
で
經
營
す
る
こ
ど
能
は
ざ
る

が
•故
に
、此
'等
の

#は
：； 

塊
ら
他
人
の

商

品
を
受

賣v

し
、̂

0

手
足
を
勞
し

て
諸

方

へを
.
.

奔
走
し
、彼
所
に
：赴
き
此
所
；に

.

_

夂 

.

辛
: ^

を
厭
は
ず
し
て

«

買
.

す
る
こ
，ビ
を
云
ひ’

國
智
：：ビ
は
自
個
の.

：小
»

本
を

.

元
.

乎
ビ
な
し
、智

_

 

才
覺
を

^
一

 

に
し
て
家
業
を
勵
み
、小
金
を
働
か
し
て
大
金
の
振

■

:

は
し
を
爲
す
を
云

.

ひ
、又

勝
：： 

時
と
は
- ®

質

の

，
：
時

•

機
を
，

 

て
買
込
み

S

き
、«

に
乘
じ
，て

«

«

く
を
云
ふ
の
で
，あ

i 

つ
て
大
»
本

を

窄

す

る

：
者

；
の
，

.爲
す
べ

&:

仕
事
で
あ
る
、故

R
彼

等

は

，
作

力

•

!«
勒

の
如

き

小
^
り
' 

合
：々

は
取
や
は
す
坪
だ
|1
4
機
の
到
來
を
考
ベ
て
、坐
し
て
勝

.を
制
す
る
事
を
'目
的
と
す
る
の
で 

4

る
、作
，力
を
導
ど
す
る
者
は
之
，

.を
戰

#
に
*
ふ
れ
ば
、宛
も
一
騎
立
の

±

の
如
く
、從
へ
る
步
卒

： 

も

.̂
く
^
來
も
な
ぐ
、我
が
一
身
：の
働
を
以
：

V
,

功
名
を
顯
は
(>*身
出
世
を
期
す
る
者
で
あ
つ 

て
彼
等
は

.身
體
强
健
に

^

て
、奔
走
齊

_
に
耐
ゆ
ベ
き
剛
者
、な
ら
ざ
る
：可
.ら
ざ
，る
も
、而
か
も
無 

科
の
多
班
に

#
體
，を
彼
ら

.̂
は
策
の
，得
た
る
も
の
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、き
か
«0
の
務
め
て
心
得
ベ 

為

:-
'̂

は

洛

カ

の

|; :

事
.で
あ
つ
て

、其
力
を
省
.く
の
®
は
良
令
當
商
を
後
循
.に
賴
みr

其
の
庇
齋

.
' 

；

’ 

.

.

.;
: 

"
■
 

t 

二

t 

■ 

• 

/ 

.

.

:

の

下

に

働

く
 

eき
.：

は

、
無

，
用

，
の

骨

折

な

V
-

し
て
、即

効

願

.著

な

ぅ

ビ
S -

、ふ
.
の

で

あ

，る
。

.

. 

.一.

.

.

.

. 

• 

.

.

.

.

.

.

.

. 

.

.

,

.著

者

は

此

の

點
.
に

於
.，
て

：
，
相

，
互

援

：

助
：：

の

必

要

を

高

調
.
し
，

「

凡
を
.
人

間

の

有

様

を

..見

る

に

獅
P

立
 

は

な

み

ぬ

物

な

り

''
1

所に鮮れ居て

2

に介け介けられて

r

代を過すな

6

、
故に賢ヒ愚
 

..
:ビ
"
巧；
なるビ拙

S

ビ
、富

：る

？

貴
き
、貧

き
®

き、
樣々，
に等かわれ

.ども、
つ父设る

.所

は

入

'
を
齡
み 

ビする

.ビ
X

に賴

.

.ビせらる

’

と̂
ニ
 

.-

依
.賴し邊商は作：
力.
潜に依賴して始めて其効を全ふする事を論じたものなれど

も
，

著
者
は
此
の
相

.互
：拨
助

0

_
 

の
馬

.後
が
光
武
帝
に
云
へ
る
の

.

.言

も
引
用
し
て

「

今
の
世
に
は
主
ー
人
が
使
ふ
て
役
に

*
:つ
：家
，來
を
襌
ぶ
の
み
に
あ
&
ず
、家
來
も
又

.

.

.

.

.

.

. 

.
:::

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

使
は
れ
て
役

'
に
立

|ら

^

れ
ば

‘擇
む
ビ
云
ふ
事

'は
ま
に
も
家
來
に
も
、み 

ノ 

：

.な
：；

入
用
の
筋
な
り
、使
ふ
て
役
に
立
っ
家
來
が
使
は
れ
て
役
に
立
ぅ
主
入
を
得
た
る
は
、生
も
家

#

ど
云
ふ
ベ
：

し
.！

云
ナ

^r

言
へ
る
は
如
何
に
も
道

1

.

.
，あ

る

の

說

で

あ

つ

て

、

#

に
少
し
の
資
本
ヾ
も
持
た
す
し

y

獨
立
の
#
營
.を
爲
す
こ
ビ
能
は
ざ
る

.
:
; 
'
.
®
e
+ 
.̂

一

 

,:
.
'
:
、作

カ

-*
に
あ
つ
て
は
、良
き
富

_

を

擇

：
ん

で

忠

實

に

泰

，
仕

す

る

：
耷

 

€
す

.る

と

:

:云
：ふ
こ

v

は
、實
際
立
身
成

?!
;
;の
秘
缺
で
あ
る
に

.獰
ひ
な
い
ビ
云

”は
ね
ば
な
ら
ぬ

o 

:

:
-
;
笫
十
茧
怨
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六
l
w
.繭
耽
商
逍
九
篇
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就
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H
段
.に
：分
別
し
て
、
其
：
r
つ

を

機.微
を
.知
'るQ

.

智

ビ

し

、
其

，
一
一
つ
を

第
十
*3
£
卷
：

(

1
:$
1

>
論
說
：

商谓九篇に兔て

 

第
二
練
六

.,:第
ニ
1:の
.鬪

：智

ビ
.
'

iK

上
：i

斧
は
小

.資
■本
を
有
す
る

.者

.の
^
務
-で
'令
る
が
、著
者
译̂

の

點

に

於
 

い
:,
て
，魯
擊
を
.事
實
の
'±
ょ
：

時

用

を

知

る

の

智

と

一

し

、
其

：
三

.つ
を
卒
傲
に
擊
す
を
の
智
と
な
し
て
飞
羅
ら

^
矣
を
說
明
し

&
#. 

，
を

，知

る

の

智

ビ

は

海

.事
：や
が
.
.
'
て
.
.斯
く
^

ら
んW

.

す
る
«
微
あ
.る
.を
前
'方

ょ

り

'
疾
.
.
く

知
る
の
管
：
 

慧

な

\!
>
、
是

：
等

は

人

に
®
過

し
た
る
.こ
ビ
な
れ
ば
是
を
：，智
輝
の
.
'至
極
：ビ
す
る
な
り
、又
^
ff
l
o
^̂®
.

9

&

@

る
の

.智
ど

.

.は
/古
' 
へ
.ば
：箇
.機
：の
事
な
.
.れ
ど
も
今
箇
欉
に
せ
：ざ
れ
ば

.行
，れ
ず
、昨
日
は
箇
樣
に
し
て 

あ
れ
ど
も

、

今
P

は
.：箇
；樣に

：.

ず

る

：が

宜

し

：
ヒ

，
其

時

U

11

ず
る
.事
を
發
ヘ
明
す
る
智
寒
な
\
是
.等
は
.

h

時
勢
を
#
に
句
り
た
る

.業

.な
れ

K
是
：を
時

'
;の'用

^
當
る
へ
智
雜

^
:す
る
な

„
c\、x
卒
然
に
應

，
^
.

 ̂

智
と
は
思

a

#
らg

降
っ
て
谫
い
た
る
如
く
に
：出
て

'來
る
時
は
我
ボ
人
.も
ぁ
ゎ
て
ふ
た
め
..く
 

も

0
な
り

3r
る
時

^

.0

.

み̂
て
少
U
 
4
0

騷
が
：
'ず
、機
に
臨
み
變
に
應

‘じ
て
圖
に
當
る
作
爲
を
な 

す
智
_
な
ぅ
、是

.等

は

思

：
案

.
エ
^

ち
は
や
§

智

慧

^
す
るな
..

り」

と 

云
っ
て
商
業
上
R
:智
慧
へ
.を
用
：ふ
名
の
，
#
要
 ̂

も
同
^
な
れ
ど 

も
、_
に
述
ベ
た
る
作

.

.力

.ビ
、後
.に
述
べ
ん
乙
す
る
逐
.赠
に
は
智
_
を
用
ふ
る
の

.場
合
比
狭
ぬ

 ̂

な
.け
れ
と

.も
1*
の
闘
智

©
,場
合 
>耶
ち
水
資
：本
を
»
:て
！縱
’橫

I:
切
i
.廻

：
：は
，：，

3
ん

，
と

す

る

も

の

H
,

藤

[•

:
!

I

I

1

!

I
癌?:.

智
0 
(
ら
ベ
へ.が
：孙
一
主
：要
な
れ
”ば
、其
心
し
て
經
營
馨
す
ぺ
し
ヒ
云

.ぶ
の
で
め
る
。

而
し
て
第

S
の
逐
時
は
著
赛

0
言
_

を
以
そ
之
を
說
，明
す
れ
ば
免
.づ「

瑪
の
貨
物
の
情
を
知 

ら
"さ
れ
ば
價
の

.貴
賤
:̂
;
る
所
以
を
；知
る
乙

?;
能

ゆ

ず

、
貴

賤

す

る

所

以

を

知

ら

ざ

れ

ば

利

;|
-
]
を 

得
る

>
vと
能
は

J
利
用
を
得
ざ

.れ
ば
金
錶
の

«
柄
を
乘
る
こ
と
能
は
：中
、故
'.に
鹛
貨
の
情
を
甸

る
.を
以
て
金
銀
の

.柄
を

*

る
本

-

y
j

す
る

.

.な

云

o
て
、物
價
の
變
動
の
由
つ
て
來
る
所
以
を

.

.

.

.

.

.

.
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.

.

.
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•,

辎
に

T
る
の
必
耍
を
說

.い
て「

ル
人
の
平
生
に
翔
ゆ
る
所
い

b

に
.て

i

入
用

0
;物

$
て
も
な
ぐ
、
 

い
つ
に
て
も
入
用
に
な
き

®.
ヒ
^
も
.な
し
、鍋
#
ほ
ゼ
身
狀
册
な
る
器
は
な
け
れ
ど
も
飯
時
は 

づ
れ
て
は
不
用
な

&
、年

_

棚
も
ホ

_

は
不

)0
な
る
黠
な

1
P
^
も
、節
分
に
は
大
切
の
用
具
な
り
、
 

大
.抵
物
の
.用
ど
不
用 

<
は
.2:
に
代
は
る
こ
：：̂
四
：季
の
移
力
行
く
が
如

.ム
、故
に
入
用
な
き
時
に 

，買

a
置

：を
、
入
.，
用
©•
時

を

待.て

乙

れ

を

，
：
出

し

'賣
る
を

0
0 
€
は
.

」

言

：
ふ#
办
、是
を
逐
時
ミ
名
付
た 

^
所
以
は
時
至
ギ
て
備
を
な
せ

.ば
備
を
な
す
中
に
時
は

.早
や
過
ぐ
る
な
，り、故
に
時
に
先
だ
つ

て
備
置
き
、時
，至
ぅ
て
是
‘
■を
賣
卜
、時
だ

/後
れ
じ

€
追

.つ

.

.
'
て
#
く
倉
な
り」

と
述
べ
.て
充
分
の
資
本

...• 

-

 >
 

..

........

，.を
有
す
、る
潜
は
拳
節
を
見
計
ら
い
、.澤

.山
：の

'商
品
を

.安

.價

R
仕
入
れ
：置

&

てr

時
機
を
圖

6

之
?: 

賣
出
す
ベ

ふ
せ

0
じ
た
る
も
の
：な
れ
ど
も
、而

.か
も
：著
者
は
此
.の
一
段
に
於
尤
特
に
一
つ
の
警

;

第十：
3£
卷

(

1
山ハ
1
,
1
ご
_
論
卜
說
商
道
九
篇
に
..就：て 

第U'

做
.

七

.



第
十
I

'

M

Cニ：六
四
：
.

〕

' 

' 

- 

m 

- 

l

i

K

t

八

ひ
た
す
ら

戒
.を
加
へ
、逐
鹿
潘
不
見
山
の

«
を
51
用
し
、か
を
き
‘ふ
、0
; 

‘
,?
)
字

に

鹿

ば

か

り

k
 

:ー
目
を
-付
く
る

€
き
は

^
'
/
.
'
ず
：深
山
k

蹈
込

.
4で
®

路
：を
'失
す
る
の
恐
れ

«
き
に
あ
ら
ざ
れ
ば

„ 

時
を
逐
ふ

.w
云
ふ
の
注
意
は
惣
て
物
事
に
執
着
せ

S

を
落
付
け
心
を
沈
め
て
時
の
變
化
を 

靜

觀

す
べ

.b
ど
^
ふ
の
で
あ

る

、著
者

.

は
®
ら
に
進
ん
で「

天
の
時
を
規
に
し
て
.菔
を
立
て

、强
释 

の
A
を
I擇
ん
で
術
中
：に
置
き
、&
ら
•
.時

ic
ff
i
じ
て
賣
買
を
な
し
、人
：の
慟
を
責
め
ず
.し
て
人
自
ら 

働
‘

；ぐ
仕
方
を
旨

^
ず
•る
故
に
其
め
ビ

.す
る

.所
は
時
の

#
ず
る
所
を
見
る
に

.在
，b」

r
說 

.明
•し
て
居
る
の
で

.あ
つ

^
、其
言
は
ぎ
の
時
代

‘に
於
け
る
通
例
の
場
合

0
如
く
稍
や
«
鬯
に
し 

て
明
晰
を
欠
け
り
と

.濰
も
、宽
に
角
釋
富
な
る
資
本
を
以
て
商
業
に
從
事
す
る
者
は
自
家
の
智 

0
才
®

に
依
賴
し
で
雜
智
，を
務
む
る
が
如
き
事
を
爲

S
す
、寧
ろ
持
軍
し
て
靜
か
に
時
の
變
化 

一
を
；察
し
て
之
を
利
用
す
る
こ
ど
を
心
掛
ぐ
べ
し
♦

云
ふ
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ

5
OJ 

:
:以
上
三
擇
、三
經

‘を
以
て
商

.業

0:
^
§
:
と
稱
し
眷
通
商
人
は
實
際
上
皆
多
少
此
の
術
を
聞
知 

し
.居
ら

.ざ
る
に
あ
ら
ざ
る
毛
、其

|の
奥
妙

0;
理
は
微
を
究
あ
細
に
入
て

•

ば
ざ
.，る
可
ら
ざ
る
を 

.論

：
じ
、
夫

ょK
y
知

務
; 0

篇

に

.於
：て
は

I,

不
ゾ
知n

國

土
之
所
で
出
則

不
レ
能
ゾ
審
ニ
物
品
精
典
不
ゾ
知
ニ
庸
俗
之 

廣
好

“則
不
ゾ
能
知n

物
：貨
所
ャ

售
.
不
K知

，，

時

：.
'用
.之

所

，變

則

不

f
e
,

得
，，

積

著

之

迦「

ど
述
て
、各
國
の
生

|

I'

|
I

I

な

I

[■

|

!

I

\

產
岌
輿
の
品
質
の
：

&

否
を
知
ら
、世
人

1

•般

の

嗜

好

、
を

詳
か
に
し
、
國
十
の
風
俗

#
に

流
行
の
狀 

■

i f
f

i
等
を

承
知
し

®
る
0

必
耍
を

說

不

レ

足

、求
者
寡
則
物
有

i

餘
，
推n
有
餘
，
不
足
'一知ニ
 

貴
賤T

商
之
至

♦
.也
と
：云
つ

て
、
需
用
供

'
:給
の
多
少

.が
物
價
を
高
低
す
る
所
以
な
る

乙

ビ

を
說

き
、
 

.
又
*

.上
極
則
反
レ
賤
、賤
：下
極
則
反
ゾ
貴
と
云
つV

、

物
價
の

r

高

1

低
は
自
然
の
理
數

に
し
て
、
寒
暑 

:

:
畫
夜

0
:往
來
循

«

に
異
な
ら
ざ
ネ

«
を
論
じ
、總
て
此
等
の
事
を
®
か
に
す
る
の
が
商
人
の
急 

務
な

る

；こ
ど
を
記
る
し
、

次
ぎ
の

.窜
勞
に
於
て
は
勞
苦
を
厭
は
ず
、艱
難

に

耐
へ
.忍

ば

ざ
る
.
可
か 

'

名
.ざ
，る

事

を

述

べ

て

、

居
，，

當
不

1

麥
貧
永

保
ん
畠
之

道

也

、
居

，
貧

'
不
ゾ
怠

ぃ
勸
；不
”一
永居

，，

貧

之

道

也

と

云
 

.

.
ひ
、又「

#

苦
を
以
！て
樂
と
す
る
心
：な

く

て

は
1

く
人
を
使

ふ

名
將
S

は
老
6
 

_

し」

ビ
云
つ
て
、商 

人
'た
る

者
は

人
を
使
役
す
る
身
分
に
な
つ
て
も
勞
昔
を

1

ふ

可

ら

.ざ

る

こ

で

を

述

ベ
^

の‘使 

令
に
於
て
は
興
ら
藤

^
を
使
役
す
 

じ
て
、
少
肚
而
奉
仕
、老
大
而
欲

；，

爲
，家

則
偾
饌 

■

.

. 

'
之
、志
4

、
_

*:
|
;志
願(

抑
&
.麟

佚

，
成

海

：
材

：能

1
:期
〒
老
成

1

主
夫
之
道
也

S
云
.つ
そ
、主
人
.の
使
用 

A
に「

對
す
る

心
得

を

述
^
能
く
人
精
を
察

し
て

使
用
人

Q

心
を

收
.

_
乙
_

の
才
幹

R

t e

じ
て 

.

.

.
適

當

：の
、
任

を

授

け

、

約
：：

束

•.を

誠

實

^

履

府

し

て

其
力
を

®
く

さ
し
む
ベ

.き
を
論
じ
、以
て
人
を
使 

7f
]
:す
：る
の
容
易
な
ら
ざ
る
事
を
辨
じ
，次
ぎ
に
敎
養
と
云
っ
て
、孝
憐
忠
信
の
道
を
說
き
、次
ぎ
は

..
r

潘
十
五
卷

.ニ

六

五

)

.

諭

，
肌
商
猶

九

篇

れ

就

て
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「

商
道
九
篇‘に
雙

. 
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第二轉 

一
o
.

接
待
ビ
云
っ
て
、交

」

際
.及
接
容
の

«
を
說

.我

»
畫
次〕

ぎ
は

«@
鄭
に
於
て
；商
家
の
馨
業
を
固

.め'家 

產
を
子
孫

.に
繼

:«
:す
' る
.
•は

;«
?

,
ょ
.ク

は
：寧
ろ
德
行
に

,*
■つ
て
存
す
石
こ

ビ

を
.明
に

.し
、且
つ
‘靡 

固
^

之
.道
也
、来

(
商
業

)

致
-诩
.
.之
.遨
也

:£
1
采
致
レ
財
、

.«
き

守

、
ぃ
之
5

衣
0
:て
：
、
商

.
寧
 

一*
|ネ
潘
は
田
地
、山

_
若
;!
<

_
翁
屋

_

難
_

:̂
宜
^
.之

を

：
買'入
‘
.れ：‘
#
き

，
て
，
；
代
‘

不
窮

0'
I
,業
：
-
? 

f

ベ

，

を

，
^
じ
、又
其
の
次
ぎ
は

#|

ど
云
つ
土
天

.下
の
«

|〕

權

^
分
矣
兵
«

尽
法
_

と
. 

は
:2
著
の
執
っ
て
天
下
を
治
む
る
所
な
れ
、ど
表
利
.
_は
，痛

ネ

0
,權
に
：し
‘て
へ
君
：主w

雖
も

■予
奪

. 

す
る
こ

.ビ
能
は
ざ
る
も
の
な

.る
ー
こ

-
を
述

-V、

利
權
：の
在

'
i
猙
は
：旗
も
、虎
と
な
ぅ
、利
.權
名
袖
•
 

所
は
f

m

-な
る
H

I

こ
.
.ビ
を
說
.い
T

•富
の
勢
カ
.费
耳
太
为
'
:る，ミ
ミ
を
.辨
じ
、爲
甚
軍
に「 

冠
：；

た
)̂
、力
禺
未
に:

敏
：す
る
者
i

雖

も

遂

翁

：
の
ー

«

に
ば

.皆
低

©'
し
て
其
の
：下

a
に
立
た
ん

こ

W
 

を
.駿
む
の

;#
あ
る

Z
ビ
を
論
じ
十
、最
後

.に
應

.

の

|
.
#を，述

.

.べ、以
て

.本
»

の
.結
論

-
せ
.り
0 

.

:*
變
は
九

'篇
の
精

®
[に

し

，
，
て
：
商
.術
の
妙
用
_似
.悉

く

此

；
の

一
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應
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瞭
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l
.
i 

i

は
寧
ろ
才
知
で
^

っ
て

徹̂ 

敏

撤
f i

商

人

の
爲
め
，
に
商
略
0 ;

必
3 ?

を
説

じ
た
る
に
：

過
き

-な
い
の
で
あ
る
、其
の
孝
弟
忠
信
を 

'
:說
き
仁
義
道

_德
を
論
す
る
，は
槪
：ね
教
商
寒

.の
立
揚
ょ
り
看
察
し
た
る
も
の
で
あ
っ
て
、夫
の
西 

洋

,0
:
藤
；に

Honest, 

is 

best 

policy.

芦
云
へ
る
の
意
味

‘ビ
殆
ん
ど
同
し
薇
に
思
は
る
、
の
で

P 

る
、然
れ

.ど
も
薪
客
は
::
-

之
が
爲
め
■

に
；一

«

に道
：：

德
を
.
.否

，認

，
す

る
も

0
に
あ
ら
ざ
る
乏
ビ
は
勿
論 

，の
事

K
;し
て
、而
か
.も
又
特

に

商
人
ビ
し

V

蜂
德
を

.

.輕.視
す
る
も

0
.で
、
な
く
、彼

.は
此

'0
1時
代 

の
：總
：V

他
；の

.學
者
と
同
：じ
く
遨

.徳

を

以

で

，
人
：
間

の

絕

，
對

無

上

の

)

義
務
と
す
る
こ
ビ
は
云
ふ

 ̂

，.も
な
し

W

雖
も
、商
遒
九
篇
の
所
論
の
立
镇
せ
專

&

齒
業
の
經
營
問
題

-
で
あ
っ
/
て

ニ

般

の

人

生

.
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一六，

間
®
と
し
て
、人
類
及

®
.食
r
に
對
す
る
義
務

^
ど
を

■論
じ

.つ

. 
> 
あ
‘る
の
で
は
：

^

い
の
で

&.
る
、故パ
 

A

t
蒋
が
商

'逍
九
篇
を
車
に
商
槳
論
ど
し
て
、其

.の
成
功

.す
る

W

否
ら|

ざ
る
と
は
主
と
し
て
ネ 

眢
の
働
ら
き
に
あ
る
こ

V
J

を
高
調
し
，敢
：て
故
ら
に
知
れ
切
つ
た
る
偷
賺
問

：，

肆
に
論
及
せ
ざ

K
:

.

し
吹
鞔
潜
の
注
意
の

-
存
す
る

M

に
し
て

•

業
.
寧
の
'研
究

±
.

多
大
の
貢

.献
：：

*

し

ビ

云

ふ

可

ら
.ざ
，
 

る
の
で
あ
る
、蓋
し
本

«

み
.著

者

堤

正

：敏

な

る
'
若
は
、其
の

.
傅
.
記
未
詳
か
な
ら
ざ
る
も
，源

®

の
著

m 

•-

書『

五
.倫
.：談」

の
跋
文
な
ど
を

.見
れ
ば

>业
敏
は

' 恐
：ら
く
は
心
學
者
のJ.

派
な
：る
か
、否
ら
t:
.と
す
る 

も
：此
办
.學
派
に
は
多
大
'0
同
愦
.を
.有
す
る
«
な
：る
が
如
し
、然
>

に
心
學
者

.は
，槪
ね
皆
商
乘
と 

礴
理

'ぢ
'を
®
同
し
て
此
：の
：二
^

首
.て
何
等
の
區
別
：を
も
立

.て
ざ
る
不

_
 g

極
ま
る
：學 

說
で
あ
つ
て
、家
內
の

「

和
睦
、主
從
の

：

關
係
、取
引
の

.誠
實
等
に
.關
す
る
倫
理
問
題
に
就
い
て
は
最 

も
有
傘
の
敎

_

を
與
ふ
.る
も
の
，な
れ
ど
も
、商
業
を
の
物
の
仕
方
に
關
し
て
は
、東
ら
に
何
等

0 

腺
»
を
辟
示
す
る

.事
;̂
く
、疋
教

1

«
張
ぅ

'で
商
業
の
成

.功
：を
斯
：し
鞔
る
が
如
く
思
惟
し
て
.跨 

る
の
傾
向
あ
る
は
商
業
學

.上
ょ
り
見
た
る

'心
學
者
流
の
不
備
の
點
で
あ
る

V
J

云
は
ね
ば
な
ら 

Iぬ
、然
ゐ

.

.に
商
道
九
蹲
は
具
體
的

R

■そ
：の
詳
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說
か
^
,
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、風
に
傅
商
業
の
；奥
義
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H
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用
應
變
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妙
術
あ
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寄
の

.
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從
浓
.德

川
時
.
位
に
於
け
る

經

濟
单
說
.の

多
，ぐ

は

皆
政

策
.め

き

た

，る
便
宜
論
で
あ
つ
て

-,
#

:

に
或
る
地
方
逾

る

場
命
に

.

の
み
瑜
用

.
す
.ベ
き
，狹

®

な
る

*

際
的
の
章
見
に
過

&

な
い
の

' 

で 
'が

‘

る
、ソ
レ
は
勿
：舞
其
の
喾
で
あ
つ
て
當
：時
'經
濟
ど
云
.ふ
こ
ビ
ば
_
乎
た
.る

學

理

に

對

し

、
事

，

* :
;

五 

の
適
侧

::
4
>云
ふ
だ
の
で
あ
つ

V
、

經
濟
即
ち
之
を
事
功
ど
稱
し
て
輿
ら
事
業
そ
の
物
を
云
り
た

. 

の
.で
あ
る
、
/*
に
®
潘
の
經
濟
論
は
典
の
時
其
の
場
限
办
の
便

' 宜
'論
に
し
て
、實
は
學
說
な
ど

、

;•
.

云

.ふ

V

•■
&

程
の
も
の
で
は

.な
か
つ
だ

‘の
で
あ
る
が
、商
道
九
篇
は
之

R
反
、し
、

徹

頭

徹

尾

商

業

；
.上 

'

'
0赫
.別
に
關
す
る

.純
，理

.を

說

各

精

薇

を

'
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、著
卷
自
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は

1£
々
實
地
に
渉
つ
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0 
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の
實

務
を
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ふ
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が
；如
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唱
ふ

_
'るも
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實
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ッ
.ク 
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な
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し
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.て恰
も
孫
：吳
か
兵

.書
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績

す
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が
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ぐ
全
；
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る
ド
グ
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方
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t
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.
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.
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却
つ
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本

»
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#
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.の
特
に
注
目
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.點
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あ
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.今而
；し
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,
字
解

^

*'
：も
ず
れ
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.和
1
.办

'

.平

.
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を
引

i t

し
#

篇

到

を

處

に

へ

名

將

剪

士

の
#

蹟
を
例
示
ず
る
が
如
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は
，今
日
の

我
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'に
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。
何
と
な
く
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の
烕
を
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r

c
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^
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用
の
談
柄
す

.ら
も
少

«
.か
ら
：
^
し
て
、此

0:1

點
は

.本
書
，の
一
大

sf
c
if
i
で
|>
る
^
信
す
る
，の
で 

あ
る

'、然
れ
も
著
者
，

.：
は

：
商

業

を

料

て

；中

和

.の，戰
爭
と
す
る

-の
論
者
で
あ

0
.て
"
本

寄

は

則

ち

太
 

. 

平

の(

世
'の
4

に

：
處

す

，
る

六
«

2
略

9
心
得
で
：あ
っ
た
^

快
國
字
’解
が
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の
點
：を

高

.
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：多
次
#
す
^

き
事
情
が

_

き
た
し
も
あ
ら

^

る：の

.
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.

.

見
杏
る
、商
業
が
平
和
の
戰
爭
で

.あ
る
く
运
ふ
こ

「

と
«
«

洲
の
經
濟
學
.者
が
曾
て
久
し
く
唱
邋 

.一

た
^ ;

斷
：な
る
i
も
、我

：國
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て

學

理

：的
に
，
之

を
^

張

レ

ゼ
^

、ぢ

の

は

九
‘

^
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く

聞
.知
：せ
ざ
.
る
所
で
あ
つ
七
此
の
點
：も
亦
彼
：が
：特
色

0

之
：)

を
要
す
る
に
商
道
九
：篇
は
此
の
，時
代
0
總
：て
^
學
說
が
へ
殆
ん
ど
皆
膂
斷
片
的
に
し
孓
首
尾
:

:

禱
續
^
欠
&
秩
序
な
く
.統

1
.な
.く
し
：.て
雜
然
れ
る

®

■

下
に
廣
沉
な
る
政
治
を
論
議
し
れ
：る
意
見
書
の
類
に
過
き
な
か
つ
た
の
で
あ
る
が
、其
の
中
に 

..
恃

に

ー

異

彩

を

敢

つ

-て」

琦

_
の
與
門
的
に
研
究
せ
さ
る
可
ら
ざ
る
こ
と
を
主
张
し
、始
終
嚴
芷
に 

' 

.該間
題

，の

範
圍
內
に
局
限
じ
て
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然

k

ff
l

論
的
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商
業

•
の

奥
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し

た

る
は
、鬼
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E
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^
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ふ
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一
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以
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成
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で，發

(

生
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し
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す
.るか
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、如
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し
て
©
生
產

せ
ら
る
、
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し
て
如
何
な
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關
係
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つ
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答
へ
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す
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も
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あ
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0
し
て

を
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ふ 
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つ
て
、彼
れ
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«
き

を

措

く

；
と

乙

ろ

は

、
人

間
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經

濟
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の

、
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定
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法
«
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關
係
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輝
は
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膽
:#
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於
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を
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へ
&
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:
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